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論文内容要約
 炭素の化学的性質はエッジ面により大きく左右されることから，炭素の性質を議論するためには，エッジ面の
厳密な分析が必要不可欠である．さらに，エッジ面の量から求まる平均炭素網面サイズを評価することで，X 線
回折(XRD)や透過型電子顕微鏡(TEM)観察では分析困難な，実際の炭素網面の姿を把握することができる．その
ため，炭素のエッジ面の定性・定量は，その炭素の化学的性質だけでなく，構造を議論する上でも極めて重要で
あるといえる．炭素のエッジ面には水素，含酸素化合物，ラジカルが主として存在しており，活性炭等の多量の
エッジサイトをもつ炭素材料について，エッジ面に存在するそれら化学種の詳細な研究が行われてきた．しかし
ながら，黒鉛等の高温処理炭素については，エッジ面の量が極めて微量なため分析することが困難であり，未だ
に，その実際の姿は明らかにされていない．本研究では，極微量エッジ面の精密分析を可能とする，真空昇温脱
離装置と水素定量分析装置を開発し，それらの装置が，既往の研究で報告されるエッジ面分析装置と比較して，
極めて高い分析感度を有していることを示した．さらに，開発した装置を用いて，黒鉛をはじめとする様々な高
温処理炭素のエッジ面の定性・定量を行い，高温処理炭素のエッジ面の実際の姿を明らかにした．エッジ面の量
から平均炭素網面サイズを算出し，高温処理炭素の炭素構造解析に応用することは，XRD分析やTEM観察とい
った分析手法では分からない，実際の炭素構造やエッジ面の姿の詳細な理解に大いに役立つことを明確に示した．
さらに，本研究で確立した炭素エッジ面分析手法を用いて種々の炭素材料のエッジ面を解析し，その実用性能を
評価した．その結果，炭素材料の用途によって，その炭素エッジ面の最適な質や量は大きく異なり，炭素材料の
設計のためには，どのような炭素材料であれ，用途に適したエッジ面の状態を知り，その精密な制御が極めて重
要であることを示した．
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